
最 終 報 告 書
(試験番号 B-0()S/11001)

富 士 フ Lずリレ海乙、増ミ式 会 社

CSR 推進部 環境・品質マネジメレ=・部 安全性評価センター



陳 述 書

富士フイルム株式会社

CSR 推進部 環境・品質マネジメント部 安全性評価センター

試験の表題 J -11 一 0 5 4の分解度試験

試験‐番号‐ B-0 0 5/11001

本試験は、『新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について』
(平成 23年 3月 31日、菜食発 0331第 8号、平成 23・03・29製局第 6号、粟係企発第 110331010

号) に定める「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準」
および「OECD Principlcs o「 Goo(ILaboratory Practices 」(1997) に従 って

実施したものです。

本試験におけるデータの有効性に対しては、以下に署名,捺印した試験責任者が責任を

有します。

平成、)-チ 年 ユ 月 ↓7 日

試験責任者 一
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1. 表題 .J -11 一 0 5 4の分解度試験

2. 試験目的 被験物質の微生物等による分解性についての知見を得る。

3. 採用した試験法及び参照した試験法ガイドライン

『新規化学物質等に係る試験の方法について』(平成 23年 3月 31ロ菜食発 0331第 7号
平成 23・03・29製局第 5号、環保企発第 110331009号) に定める〈微生物等による化学物

質の分解度試験〉

′L 試験委託者 名 称 経済産業省

住 所 東野ぐ都千代川区霞ヶ関 1‐3‐1

5, 試験施設 名 称 富士フイルム株式会社
CSR 推進部 環境・品質マネジメント部 安全性評価センター
(略称 ;環安セ)

住 所 神奈川県南足柄市中沼210

所属 氏 名

運営管理者 県安セ

試験責任者 環安セ

試験担当者 環安セ

本試験におけるデータの有効性に対しては、以下に署名、捺印した試験責任者が責任を有する。

最終報告書作成 平成 Jゲ年 J‐月・ふ7 日

試験iiff:た者
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問

~ 試験終了日 平成 23年 12月 2日~ 平成坤 (年 J 月・)7日

~実験終了E1(培養期間) 平成 23年 12月 15日~平成 24年 1月 12日

質
1 被験物質名 3,5‐ジメチルフェノール

2 被験物質NQ(別名) J-1ー‐054

3 バッチNQ

4 分子式 C8H,oo

5 分子量 122.16

6 純度 99.9%

7 外観 白色粉末
8 融点 64℃

9 溶解度
水 4.1× 103mg/L

メタノール 1.0× 104 mg/L 以上

lo 被験物質の確認、被験物質の保管条件下での安定性確認および均一性の確認

被験物質の培養開始前の I Rスペクトルにて被験物質であることを確認した

((独)産業技術総合研究所 有機化合物のスペクトルデータベースによる IR スペク

トルを参考とした)。また、培養終了後の I Rスペクトルにより保管条件下 (室温暗所)

において安定であることを確認した。 I R測定の際には、被験物質の均一性について目

視で確認した (Fig,5) 。

1I CAS NO.lo8 ‐68‐9

12 構造式

H3C CH3
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S鯛dyNo. BOO05‐11001 (Testitem 』‐11‐054 )

Cultivatingconditions:
Concentration

Testitem …………………………………… -.....……… ,,,-- 100(m を〆L)

Re 鱗 ence item(aniline) … … … ,,,,,.,… ,,,,.,,… --,,,,,.,, 100(m 隣 )

Activatedsludge … … … … … … … … ..“… ,… … … ..,.… … .. 30(mg 〆 L)

Temperature 一 .,.....… … .… … ....--... … … ,,,,,.,.,,.",.".25 ± IQC

Duration ………………………………… …………………… ,,,,,.… 28days の ec,15 ‐Jm,12,2012)

Note:

Fぬ

Vessel

No,
SampleDescription BOD(mg)

7thday 14thday 21stday 28thday
[1] 軒′ater十 testitem 0.O 0.O 0.O 0.O

[2] S1udge 十testitem 0.8 1.I 1.I 1,I

[3] S1udge 十testitem 0,5 0,7 0.7 0,7

[4] S1udge 十testitem 0,4 0.6 0.6 0.6

[5] S1udge 十aniline 52.O 64.5 65.7 66.3

[6] Controlblank[B] 2.5 3.4 3‘6 3.7
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